
大学名 山口大学

表題 学生と共に育むニューノーマル時代の教学マネジメント～正課・正課外教育の新しい姿～

【３】正課外教育の新しい姿
～学生による学生のための動画編集入門講座の取組～

【２】正課教育の新しい姿～ハイブリット型授業の取組～

【１】ニューノーマル時代の教学マネジメント～コロナ禍での授業による学修成果の迅速な把握と改善充実～
山口大学では、コロナ禍の授業対応において、前期中に行った全学生・
教職員を対象とした「遠隔講義アンケート」及び「学生授業評価アンケー
ト・教員自己評価アンケート」の結果をもとに、学修成果の迅速な把握と改
善充実に努め、後期の授業実施に反映してきました。後期における対面
授業の実施状況を随時把握しつつ、アフターコロナを見据えたハイブリッ
ト型授業実践に積極的に取り組んでいます。

大学教育におけるデジタル活用が一層進む
ことが予想される中で、教職員だけでなく、学
生自身が動画コンテンツを作成・編集する知
識やスキルが日常的に必要とされる時代と
なっています。今回、教学マネジメント室の学
生スタッフ3名が講師を務め、1年生を主な対
象とした動画編集入門講座を2020年12月に
新たにオンライン開催し、計2回で延べ61名
の参加がありました。

参考ＵＲＬ

②ハイフレックス型授業の試行・・・大学院共通科目「研究開発戦略論」は、
約200名クラスの大人数授業ですが、講義室とオンラインでの同時聴講を

可能とする学習環境とともに、かつ、オンデマンド教材作成を容易にする授
業収録環境を整備しています。

（対面授業「知の広場」での1年生受講風景）

山口大学教育・学生支援機構教学マネジメント室ＨＰ

第59号テーマ
「ニューノーマル時代の大学」

http://ds0n.cc.yamaguchi‐u.ac.jp/~otml/index.html

①ブレンド型授業の取組・・・学部1年生必

修科目「知の広場」（キャリア教育）は、本
学最大の受講者を誇る約400名クラスで

すが、後期では、対面授業回とオンライン
授業回を事前に決めて実施するブレンド
型授業の形式を採用しています。本科目
は大人数授業ですが、対面授業を希望す
る1年生に配慮した授業運営を実現して
います。

（同内容は、国立情報学研究所（NII）
主催の第22回「4月からの大学等遠

隔授業に関する取組状況共有サイ
バーシンポジウムにて、技術経営研
究科 大島直樹 教授、岡本和也 教授

が報告（右図は報告資料の一部抜
粋））

2020年度前期実施「遠隔講義アンケート（学生版）」（N‐5,004）
（1年生は他学年に比べ「通常の対面授業」を望む声が多い結果）

2020年度後期における対面授業
実施状況（N=1,474）（12月現在）

（「動画編集入門講座」チラシ
及び当日の学生スタッフに
よる講師風景）


